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読書 なんか しな くていい

出版業界のある新年会で、某社の経営幹部が

「喜ばしいニュース」として、某高校での読書指

導の成功をスピーチのネタにしていた。朝の何分

間かを全校で読書タイムとしたのがおおいに成果

を上↓ずたという一般紙その他でもさかんに紹介さ

れた話題である。この “快挙"にケチをつけるつ

もりは毛頭ないが、「ああ、またか」とやりきれ

ない気分になつた。

子供や若者の “活字離れ"あるいは “読書離

れ"はあいかわらず蔓延しつづけており、 “出版

文化
月
の将来にとつてますます深刻な危機要因と

なつている一。筆者が嫌気をもよおしたのは、こ

うしたわが業界のお約束の文脈に、某高校の試み

がまたしても「待つてました」とばかりに3きず

り込まれてしまつたからである。

このお馴染みの“活字離れの物語"は、筆者がこの

業界に入つた15年前にはすでに“定説
用
であつたし、

さらにその 10年前の中学生時代にも教師から「近

頃の中学生は本を読まなくなつた」とさんざ聞かさ

れていた。なぜか読書はいつでもどこでも“善
日
で

あつた。にもかかわらず、“最も本に親しむべき"子

供や若者はいつでもどこでも本を読まず、大人はそ

れを嘆きつづけてきたのである。

本で飯を食う人々にとつては、本は商売の種と

して必要なものであるわけだが、そういった利害

を抜きにして、なぜ皆が読書すべきなのかを示す

絶対的な根拠があるのだろうか。たしかに個々の

体験談を積み重ねれば、ムー ドとしての「読書の

大切さJをアピールすることはできるかもしれな

い。 しか し、地球上には読み書きができなくて

も、あるいは無文字社会にあつても、彼らなりの

“文化的な"生活を営む人々が大勢いることを思

えば、「読書の大切さJな ど所詮は読み書きでき

るlBlの 人間による自画自賛の風景を越えるもので

はなかろう。

だつたら、話を損得のレベルに戻してしまつた

方がわかりやすい。読み書きできる人々や文化

が、読み書きできない人々や文化を支配し、差別

してきたのがこの社会の現実である。地球上の全

人口54億 人のうち、文字が読めない約 10億 人の

人々は、そのことによつて不利な立場に置かれつ

づけている。こうした711造がある限り、読み書き

する側への移動が貧困からの脱出の第一歩である

ことは揺るがない。日本の近代化を支えてきた

“教育熱"も、つまりはこれだつたし、みんなが読

み書きできるようになればなつたで、学歴のランキ

ングがモノをいう。それが “教育"の実態である。

読書すべきなのは自明であり、学校や図書館が

必要なのも自明とされている。しかし、本も学校

も図書館も、われわれが現実世界で相対的な有利

さを得るための役害」を果たしてきたということ以

外に、それらの絶対的な必要性を証明しうる切り

札があるのだろうか。

本も学校も図書館も、本当はなくたつてかまわ

ない。読書なんかしなくたつていい一。本や学校

や図書館にまとわ りついている手垢にまみれた

“善
月

のス トーリーから大人も子供も解放される

ためには、少なくとも思考実験として、すべてゼ

ロ査定してみるしか方法がないように思われる。

(川 島 勉 :思文閣出版 )
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人と人を結ぶ図書j籠←保善高校の場合

東京都新宿区にある私立保善高校図書館では、

1992年から年に二回図書館講座を開いています。

1993年度の図書館講座を見学しました。

プログラムは、次の通りです。

■ 1993年 6月

演題 1山 を歩く

講師 :人見邦明先生 (英語科 .登 山部顧 Fo5)

:戸 嶋直彦先生 (国 語科 .登 山部顧 Po5)

■ 1993年 12月

演題 1各駅停車―新宿界隈を歩く一

講師 1樋山信行先生 (国 語科 文学散歩 )

どちらも定期試験が終つた日の午後に開かれま

した。

試験が終つて解放された生徒がどやどやと図書

館へやつてきます。100タ イ トル近い雑誌のコー

ナーは、棚に残つている雑誌が少ないほど生徒が

群れています。カウンターでは司書の坂口とし子

さんが自分よりも背の高い男子学生に囲まれて、

リクエス トに応えたり、本のありかを教えたり、

ひとりひとりの問いかけにこたえたりと、部屋は

活気に浴れています。ひとしきり騒ぎが収ると、

図書館講座の始まりです。

保善高校の図書館は一階が貸出、三階が参考図書

とスタッフルームになつていて、講座は参考図書室

で開かれました。8ミ リ撮影の図書委員がスタンバ

イしています。部屋の中央には登山部のテン トカ湯長

られています。ブツク トラックには関連の図善が集

められています。先生方も参加しています。図書委

員会委員長の開会の言葉に続いて図書館長の永塚

二郎先生の挨拶です。保善高校では、図書部の主任

の先生は図書館長と呼ばれています。

人見先生のお話は40才を過ぎて始めた山歩きの

ことです。始めたきつかけ、今までの経験、自分

の生活にとつて山歩きが持つている意味を語 ら

れ、山の本の紹介と図書館には人類の英知が保存

されているという話につながります。

ここで休憩。登山部の生徒が山でいれるのと同

じ方法でいれたコーヒーを配ります。司書の坂口
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とし子さんが関連する本を紹介 します。

戸嶋先生のお話は、高校や大学で登山部に籍を

おいたわけではないが中学生時代から登り始めて

20数年、高い山では雷が頭の上でなるのではな

く、横からやつてくる話、失敗した話、人見先生

に山登りの手ほどきをしたことなどです。自分で

能動的に動いて楽 しさを経験する登山は25000冊

の図書館の蔵書の中から本を選んで間接体験を楽

しむのと似ている点がある、生徒諸君も受け身の

楽しみだけに終らないようにということで終り。

お二人の先生のお話が終ると、図書委員長の司

会で、懇談会が始まります。発言を求められた一

年生が戸 lje先生のお話はよくまとまつていて分り

やすかつたとの感想をのべて笑いを誘います。

二回目、12月 定期考査の終つた日。階下の賑い

は前回同様。桶山先生は、新宿、高田馬場、戸山

町などの地名の由来や学校周辺にある史跡などに

ついて語られ、図書委員がお茶やお菓子を配つて

懇談に入りました。この回は、講座が終つて小体

憩があつてから学校周辺の史跡巡りの散策に出た

そうです。

どちらもなかなか興味深い講座でした。

それは、二人の先生方が教師 という立場を

ちよつと脇に置いて、生徒よりも20数年長く生き

てきた者として、自分の姿を素直にその場の皆に

見せているからではないでしようか。同じ様な内

容の話をしても、担任としてクラスに話すときや

顧 FD3と して登山部や文学散歩同好会で話すときは

違う意味合いを持つでしよう。また、同じ内容の

話を学外から招いた講師が語つたのでは、全く違

うことになるでしよう。声を聞くのも、もしかし

たら名前と顔が一致するのも今日が初めてかもし

れないけど、自分の通つている学校の先生が話し

てくれるから、親しく聞けるのでしよう。先生に

とつては勤務し、生徒にとつては在学している保善

高校という共通の場がこの講座をいきたものにして

いるのです。学内の人を結′〕こういう企画がたてら

れるのは図書館をおいて他にないようです。
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地獄の春休み-1994年 3月

1992年の秋から始まつたこの連載も早四回めで

す。三度めの春がめぐつてきてしまいました…。

そしてこの春休み、私はデータ入力に追われてい

ます。

前回お話したように、導入したパソコンは1993

年度からCD― ROMな どの検索サービスに使えるよ

うになりました。パソコンを導入してから 2年

半。いくらCD―ROMは使えるようになつても、パ

ソコンで貸出をしないと校内でコンピュータを導

入したという評価は、なかなか得られないので

す。実際に作業をする私にとつては、「通常の業

務をしながら、 2年で遡及入力を終らせて、デー

タ入力完成なんて |」 と叫びたい気分ですが、作

業の中味がわからない先生方からは「まだ、貸出

できないの ?Jと 間かれます。せつかく高いお金

を出してパソコンを入れたのだからと思つている

のでしょう。そういう意味でも、作業をする司書

と他のみなさんのコンピュータ導入の感覚には、

かなりのギャップがありました。

そんな中で図書部の先生方はとつても理解があ

りました。私が通常どんな仕事をしていて、図書

館がどんなふうに利用されているか知つているの

で、遡及入力についても「普通の業務をしながら

じゃ無理だよ」とわかつてくれていました。が、

せつかくパソコンがあるのだから貸出にも使いた

いという意見がとうぜんあつて、そのためにどう

すればいいか何回か話し合いました。

その結果、先生方はデータ入力は手伝えないけ

れど (なぜならデータの確認をしていかなくては

いけないから、司書がしなくてはいけないと私が

言つたから)、 それ以外の司書の仕事をみんなで

助けようと考えてくれて、1993年度の工学期から

当番制でブッカーをかけたり、カー ドを整理した

りする仕事を積極的にやつてくれるようになりま

した。

学校からはデータを買うお金は出してもらえま

せん。その上に、図書部の先生方も積極的に協力

してくれています。そんな中で、パソコンは貸出

木下通子

をするために入れたんじゃなくて、蔵書を把握 し

て検索できるようにするために入れたんだ | だ

から、データをきちんと統一された形で入力でき

るまでは貸出は考えないぞ | と内心決めていた

私も、「パソコンが活用されていることを学校内

で認めてもらうためには、貸出をしなくちゃ…」

と思うようになりました。

まず、広報で使ってみよう-1991年

コンピュータが入つた次の年、1991年から新刊

の入力を始めました。ちょうどこの年は、落ち込

んでいた図書館利用を伸ばしたいと切実に考えて

いた時期で、利用者に図書館の情報を知つてもら

うため、そして、パソコン導入の利点を最大に生

かすために週一回を目標に「らいノヌらりい いん

ふおめ一しょん」という広報紙を出すことにしま

した。

B4両面刷りと量的にも高い目標をたててし

まつた結果、新刊情報はかなリメインの記事にな

ります。図書館に入つた本を、必ず全部掲載する

という目標を達成するのは、パソコンがなければ

到底無理でした。

この頃はまだ、ワープロで打 つた原稿 に

「LIBROS」 で打ちだした新刊リス トを貼るという

原始的な方法をとつてニュースを作つていたので

すが、その作業が増えたことに伴つて、他の作業

を減らそうと今までの本の受け入れの手順も少し

変えました。まず、バーコー ドに学校名も入つて

いるのだからと、蔵書印等のはんこを全部やめま

した。データが完全に入力できるまでは基本カー

ドとブックカー ドを一枚ずつ作りますが、本に

バーコー ドを貼り、「L BROS」 にデータを入力

し、ラベルを貼つてブッカーをかけて整理はおし

まい。データ入力を先にしていないと新刊案内も

載せられないので、新刊の入力漏れはなくなりま

した。本の整理の手間を省いた分、遡及入力もで

きるぞ | という甘い考えも持つていました。

ところが、それまでほとんど自分の手で広報紙

を出していなかつた私には、ニュースを出すのも
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―苦労。新刊の手入力もまだまだ遅くて、とても

遡及入力にまで手が回りません。毎週 1回の目標

が月に2回 になることはあつても、ニユースはな

んとか続けて発行することができましたが、この

年は「日BROS」 を使い慣れることで終つてしまい

ました。

貸出を始めよう-1992年 3月

バーコードの話を書いた最初の号が、「まさか

2年後にもう一度バーコードを貼る事になろうと

は…」という終り方をしたのを覚えていますか ?

1992年 4月 から、とりあえず図書館にあるコ

ミックをパソコンで貸出してみようと考えていま

した。本のデータは全部入つていませんが、コ

ミックはそんなに数が多くないので、データを入

れるのもたいへんじゃないし、貸出の練習をする

には最適だと思つたからです。「日BROS」 には貸

出システムがないので、「日BROSJを導入した当

初から、貸出には他校で開発した「LIBROS」 の

データをそのまま生かせる「かすぞう君」という

ソフトを使わせてもらうつもりでいました。

利用者が持つ Dカードはバーコードを頼んだ会

社に発注しました。デザインは葉つぱの絵を生か

して考えました。そして 2月 には「かすぞう君」

を覚えるためや、契約書を取り交わしたりするた

めに何回か相手の学校におじやましました。「か

すぞう君」にはマニユアルがなかつたので、使い

方がわかるかという不安もあつたのですが、後は

やりながら覚えればいいやと気軽に考えていまし

た。コミックのデータ入力はもうばつちりです。

図書部の先生とわくわくしながら、「かずぞう

君」に利用者データとコミックのデータを落とし

込みました。

3月 も中旬に入 り、さあ使つてみようとバー

コー ドリーダを持ち、私の Dカ ー ドをビッ | と

なぞると、出た出た、まず私の名前の貸出画面が

出てきます。そ して、いざ本のバーコー ドを

ビッ | ところが何回やつてもデータが入らない

のです。なぜデータが入らないのか、私たちには

わかりません。あわてて相手の学校に連絡。何回
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かやりとりをしている内に、原因はバーコー ドの

桁数に関係があることがわかつたのです。

そして、バーコー ド貼り直 しのこと

その学校で使つているバーコー ドは 6桁。うち

の学校が貼つたのが 7桁。最初はなんとか桁数を

増やしてプログラムを組み直せないか、みんなが

努力してくれたのですが、「かすぞう君」の基本

設計の段階で、バーコー ドの桁数を 6桁と指定し

てプログラムを組んでいたので、至」底短時PB5で プ

ログラムをいじつてもらえるわけもなく、もちろ

ん私にはそんな技術もなくて、バーコー ドを貼り

変えなくては先に進めないという事実が、私の目

の前に迫つてきました。

その時は、 2年前のたいへんさが蘇つて来て、

みんなにどうしたのと声をかけられるほど、落ち

込んでしまいました。急いで対応しなくちやと、

図書部の先生に緊急に集まつてもらつて事情を説

明する時にも、思わず涙がぽろぽろ。バーコー ド

屋さんに無理な発注をする時にも、説明していて

ぽろぽろ。ふだん気が強くて絶対に泣かないタイ

プの私が気弱になつているのをみて図書部の先生

も、お金を出してくれる事務室も (も う一回バー

コー ドを注文しました)みんなが協力してくれま

した。

それからは大騒ぎ。蔵書点検をする予定だつた

日にちをバーコー ド貼りに変更し、教師も生徒も

一丸となつて、バーコー ドを貼り直しました。最

初にバーコー ドを貼つた時、分類番号順に貼つた

のが幸いし、貼り直しも本を探す苦労が少なく

て、なんとか 3月 いつぱいで貼り直し作業を終る

ことができました。

さて、バーコー ドは貼り直せたと言つても、

1992年 4月 からコミックをパソコンで貸出するの

はちょつと無理でした。コミックを貸出できるよ

うに項目を増やしてもらつたり、貸出冊数制限を

増やしてもらつたり (本 当は無制限にしたかつ

た)、 「かすぞう君」を岩槻商業バージヨンに直

してもらつたところがあつて、その部分がスムー

ズに動かなかつたのです。私もバーコー ド貼り直

本を選′ヽ高校図書館版 17号
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しの教訓を生かして無理をせず、じつくり取り組む

ことにしました。

でも、広報は充実した-1992年 3月

1992年も「いんふおめ―しよん」の発行は続け

ていました。ひよんなことから、「L BROSJの

データをワープロソフトー太郎に落とす技を発見

し、それからは切り貼りもしないですむようになり

ました。データ入力や広報紙作りもずい/Sん慣れて

きて、この年はなんとか週に 1回 ペースで「いん

ふおめ―しよん」を発行できました。秋になつて生

徒からの要望と、読書月間の企画をきつかけに “司

書の選んだこの一冊
日
という書評欄を作りました。

その号に掲載した中から―冊の本を取り上げて紹介

してみようと思つたからです。下降線だつた図書館

利用も少しずつ伸び始め、1992年は年間の貸出冊

数が前年度に比べて2500冊 ほど増えました。最初

は “紙のムダ"と言われていた「いんふおめ―しよ

ん」も、発行を続けていくうちにだんだん定着して

きました。発行しているこちらも作るのに慣れてき

て、少しずつ手際も良くなり、週に 1回というペー

スもきつくなくなりました。本に対する生徒の反応

も敏感になつてきて、「いんふおめ―しよん」が出

ると「この本ある ?」 と飛び込んでくる生徒が増え

てきました。年度末にとつた利用者アンケートで

も読んでいると答えた生徒が回答者の 6害」を越

え、ぐつとやる気になりました。

生徒の利用力ヽ 舌発になるのに伴つて、教師の図

書館利用も徐々に増えてきました。簡単な資料相

談から、授業へのサービスまで、一つ一つに丁寧

に対応したいと思つていると、遡及入力に力を注

ぐ時間が見つかりません。昨年までとうつてか

わつたあわただしい毎日を過ごしているうちに、

遡及入力がちつとも進まないまま 1992年度も

終つてしまいました。

さて、この時点で遡及入力が終つていないので

すから、1993年度から普通の本の貸出はできま

せん。 トホホ…。 1993年度はせめてコミックの

貸出をと再度チヤレンジしました。変な部分は直

してもらつていたので、再び ドキ ドキ しながら

「かすぞう君」をビッ | できた 1 今度はきち

んとデータをよんでくれました。これでせめてコ

ミックだけでも貸出が始められます。

が、喜んでばかりはいられません。コミックだ

けパソコンで貸出をして、普通の本は手作業で貸

出をするのですから、カウンターで混舌しが起こる

のは必須です。貸出も徐々に伸びてきていたので

うまく人の流れをさばけるか、不安を感じながら

も1993年度に突入しました。

(きのした みちこ:ナ奇玉県立岩槻商業高校図書館)

図書館の

みなさんヘ
岩波書店では、図書館のみなさ

んのこ意見・こ要望を直接にお

聞きしたいと考えております。

口3-5210-4113
FAX 03-5210-4117

岩波書店 営業部図書館係0カロ藤
〒101東 京都千代田区一ツ橋2-5 5

●国際化時代を生きる高校生の
自己教育を育てる「課題学習」に最適′

●全50巻 ●既刊28巻27冊 …………揃価126,000円

●特選5巻セット……………揃価191000円

く既刊セット内容〉

③岩手⑭神奈川⑩長野④京都⑩福岡… …………………各3,800円

(特選5巻セット19,000円 )

①北海道②青森⑤秋田⑥山形⑦福島③茨城⑨栃木⑫千葉⑮新潟
⑮富山⑫石川⑬福井④岐阜②静岡②二重○岡山○広島⑩高知
⑫長崎○熊本 …………………………………………各4,500円

CO(東京版)大江戸万華鏡(CD「大江戸四季の音巡り」付き)

・…………………………………… … ……………… lo,000円

◎沖縄 (CD「沖縄を聞こう」付き)… ……………………7,000円

歴 □ ④ 宮 城
94年 5月 下

電 ‰:稔特価 4,500円

i1o7ltHfi;ttrfifi7-6-r fr Iffi co3(osss) 1 14r ftro3(3sse) 1as7

江戸時代人づくり風土記
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写真の時代
小 沢健 志 [編 ]

挑むようなまなざしの肖像、宿場町の

にぎわい、軒を並べ る露店、衝撃的な

事件の現場……。日本が もっとも活気

に満ちた時代・幕末を再現する貴重な

紙
で
で
き
た
ダ
イ
ム
ｏマ
シ
ン

定価 9800円 (税込 )

〒111東京都台東区蔵前264
8K148(651)0053(サ ービスセンター) ´

）

ス
ポ
ー
ツ
相
談
Ｑ
ａ
Ａ

ス
悪
＝
曹
選
澤
爾
黒
機
凛
凛
環

四
六
判
　
定
価
１
２
０
０
円
（税
込
）

ス
ポ
ー
ツ
相
談
Ｑ
ａ
Ａ

四
六
判
　
定
価
１
２
０
０
円
（税
込
）

知
っ
て
お
き
た
い

ス
轟
＝
麟
戯
饉
園
暮

Ａ
５
判
　
定
価
１
８
０
０
円
（税
込
）

知
っ
て
お
き
た
い

ス
ポ
ーーーー
ツ
僣
書
ω
医
学
¨

Ａ
５
判
　
定
価
１
８
０
０
円
（税
込
）

軍
爾
一磨
一ビ
ツ
一働

軍
タ
サ
サ
燿
栞
＝
ガ
一輩
霧
一

Ｂ
５
判
変
型
　
定
価
１
８
０
０
円
（税
込
）

翻黎熟こ11沼雪庁Ъガジン社
〒101東京都千代田区三綺町3‐ 10-Ю●田(3238)O1810 FAXle(2")mo4

ヤングアダルトとは、

ティーンエイジヤーの

年頃をさす

「若い大人」という

意味です。

ヤングアグルトを対象

とした

あらゆる分野の本を

収録した
'94年版図書目録〃

頒価3C10円

ヤングアダルト図書目録刊行会
〒162東京都新宿区東五軒町6-24ト ーハン内 電話(03)3266‐ 9587(代表)

サン=テグジュペリ
海に消えて 50年 ……・

永遠の星の王子さま

われわれがみな同 じ遊星の住民であり,一つの

船に乗 り合わせた乗客なのだということを,心
の底から人びとに伝えたかつたからなのです。

サン=テグジュベリの没後 5tl年記念の国際共同企画。1944

年サルジニア島でのサン=テ ツクスを撮ったI.フ イリップス
の写真と,E.プチ,リ ンドバーグ夫人たちの彼に献げた

すてきな文章もあつめて。[A5変型 96買  2884円 ]

サン=テグジュペリ著作集 全11巻,1巻 1 揃価 4a124円

棘文京本郷3みすず書房 a13olⅢ31

ミネルヴア書房

□国でみる歯の現優
フォーラム女性の生活と展望編 現代の女性に関する最

新のデータを空前の図表数で描き出す。    2800円

たのしく読めるイギリス文学
中村邦生/木下卓/大神田丈二編著●作品ガイド150

歴史的 。文化的背景から新たなる味わいを発見。2800円

たのしく読めるアメリカ文学
高田賢―/野田研―/笹田直人編著●作品ガイド150

あらすじ、作品の読み方、作家履歴、読書案内他。 28∞円

〒607京都市山科区日ノ岡 ●075(581)0296価格は税込です。

●シリ=ズ冒険の世界史 ●

パナマ地峡秘史

デイカッド・ハワース=著/

塩野崎宏=訳 /夢と残虐
の400年/甘い腐臭漂う

密林をひらき2つの大海
に運河が通る。巨富と覇

権を巡り昔も今も血を流

し続け秋 礼劉世紀0こさ

らに火種を残すパナマ地

海賊の世界史

74リ ッ/・ゴス=著/朝比奈

―郎=訳 /1932年公刊の

有名な古典の本邦初訳。

17～ 20世紀の世界各地
¨トルコ、北米、南米、日

本、アフリカ…。全ゆる海

の男達の栄光と悲惨の

歴史がこの一冊に。

/2700R

リプロポ…ト
刊東で夕寵僻濯堀黙愈ば明F

1 1994年新学期 特選スポーツ隊学・料李選 :[:¬

ヤングアダルト図書総目録

ャングフ勁画 書篠]欝

薇鰊
蝿
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